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(論文審査の要旨)  
学士(理学)、修士(理学) 巻内崇彦君提出の学位請求論文は、「Elastic Anomaly of Adsorbed Films 













第 3, 4, 5 章でそれぞれヘリウム、ネオン、水素薄膜に対する弾性測定の結果と解析が述べられ、
実験結果に対する解釈が提案されている。第 3 章はヘリウム薄膜の記述である。ボース粒子である










の弱いネオンと、多様な同位体を有する水素分子(H2, HD, D2)薄膜で弾性測定を行った。第 4 章はネ





因するという解釈を提案している。第 6 章では結論として、本研究の成果がまとめられている。 
以上、著者は本研究で吸着薄膜の弾性異常という新しい現象を発見し、その振る舞いが薄膜の量
子性や熱力学的性質に起因することを解明している。また調べた全ての薄膜で弾性異常を発見した
ことは、弾性異常があらゆる吸着薄膜に存在する普遍的現象であることを示唆している。従って本
研究は、ヘリウムや水素薄膜の持つ量子多体的性質や、吸着現象の普遍的性質を明らかにする重要
な成果であり、広く物理学、化学、工学等の関連分野で学術上寄与するところが少なくない。 
よって、本論文の著者は博士(理学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
